
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
子どもたちに「もっと本を」「もっと本を読む場所を」との願い

から，１９５９年（昭和３４年）に「こどもの読書週間」が誕生しました。 

日本では，毎年4月23日～5月12日を「こどもの読書週間」と定

め，図書館や学校にポスターなどが掲示され，読書活動を広めてい

ます。 

また，こどもの読書週間は，子どもに読書を勧めるだけでなく，

大人にとっても子どもの読書への推進を考えるきっかけとなる機会

を提供することをねらっています。 

このことは，「子どもの読書活動の推進に関する法律」にも明記

され，趣旨にふさわしい取組を実施するよう努めなければならない

とされています。  
 

さて，４月２３日花尾小学校の『子ども読書の日』の取組の一部を紹介します。  

取組のきっかけとして，はじめに校長より校内放送で子ども読書の日の誕生秘話や，おすす

めの本の紹介をしました。その後，各学級で自分の読みたい本を持ち寄って，読書に親しみま

した。校内がシーンと静まりかえる心地よい時間が流れていました。  

また，6年生による絵本の読み聞かせ会がありました。6年生の子どもたちが，1年生を喜

ばせようと絵本を選び，工夫しながら読むなど，一生懸命に読み聞かせをしている様子が微笑

ましかったです。時折笑いが起こったり，質問をしたりするなど，1年生がとても楽しんでい

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，本校には子どもたちに本の魅力を伝える強い味方がい

ます。スクールヘルパー「どんぐりの会」の皆さんです。  

朝の会の時間に教室を回ったり，昼休みに図書室等で読み聞か

せを行ったりして，定期的に子どもたちに読み聞かせ行っていた

だいています。（どんぐりの会の皆様，ありがとうございます。） 

 

秋には，本市独自の「北九州市子ども読書の日」が実施されま

す。このような機会を捉え，楽しい読書活動に力を入れていきた

いと思っています。  

読書は教養を深め，情操を豊かにし，想像力を高めると言われ

ます。本校では，今後も読書指導に力を入れてまいります。ご家

庭でも読書活動へのご協力をいただければ幸いです。  
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５月行事予定 
日にち 行 事 内 容 

１日（水） 
視力検査（１年１組） 

内科検診（５・６年生） 

２日（木） １年生歓迎集会 

３日（金） 憲法記念日 

４日（土） みどりの日 

５日（日） こどもの日 

６日（月） 振替休日 

７日（火）  

８日（水） 
視力検査（１年２組・３組） 
内科検診（３・４年生） 

９日（木） 
視力検査（５年生） 
教育相談① 

10日（金） 教育相談② 

11日（土）  

12日（日）  

13日（月） 教育相談③ 

14日（火）  

15日（水） 内科検診（１・２年生） 

16日（木） 交通安全教室（１年生） 

17日（金）  

18日（土）  

19日（日）  

20日（月）  

21日（火） 耳鼻科検診（１年生・対象者） 

22日（水） 
検尿１回目 
どんぐりの会読み聞かせ（１年生） 

23日（木） クラブ活動（４・５・６年生） 

24日（金）  

25日（土）  

26日（日）  

27日（月）  

28日（火）  

29日（水） 検尿２回目 

30日（木） クラブ活動 

31日（金）  
 

【連絡】 

本校では，９日・１０日・１３日を，「教
育相談」の日に設定しています。お子様のよ
りよい教育活動が展開されるよう，保護者と
担任の良好な関係づくりに努めていきます。
ご参加よろしくお願いいたします。 

「教育相談」の期間，児童の下校時刻は，
１３時３０分ごろを予定しています。 

 

 

 

テトルを通して，随時速報をお知らせしてま

いりました水漏れについては，皆様に大変ご心

配をおかけしました。  

お休み中にも関わらず，CSAや地域の方等，

多くの方々に駆けつけていただき，清掃等のお

手伝いをいただきました。心より感謝申し上げ

ます。無事に復旧が進み，通常通り７日（火）

に学校が再開できました。ありがとうございました。  
 

 本日1時間目に全校集会を開き，出来事の概

要を子どもたちに話しました。その中で，学校

はみんなの力で支えられていること，ピンチを

チャンスに変えてプラス思考で物事を考える

大切さなど，今回の出来事を生きた教材として

活用しました。子どもたちは，真剣な表情で最

後まで話を聞いていました。  

その後，数人の子どもたちが，校長室を訪れ

「学校を守ってくれてありがとうございます。

私も学校のために頑張ります！」と話しに来て

くれました。優しい子どもたちに元気をもらい

ました。「チーム花尾」心を一つに頑張ります。 

 
 

 

 

 １０年先の未来が予測できない社会と言わ

れる昨今。このような時代において，子どもた

ちは，どのような力を身に付ける必要があるの

でしょうか。私は，「自らの力で未来を切り拓

く姿勢やスキル」を身に付けることが大切だと

思っています。 

では，そのような力を身に付けるために大切

なことは何でしょうか。それは， 

『自ら決定する体験（自己決定）を積ませる』 

ことだと思っています。 
 
 花尾小学校では，本年度の指導の重点とし

て，学習や生活等，様々な場面において，子ど

もたちに自己決定する場をつくっていく，主体

的に問題解決をする取組を推進してまいりま

す。（詳しい取組等は，別の機会に紹介します。）

子どもは，日々の生活の中で，実践を通して「生

きる力」を学んでいきます。 
 

ご家庭でも，日常生活の中で，お子様に自己

決定する場をつくっていただけると幸いです。

ともに同じ方向を向いてベクトルを揃えた教

育を進めてまいりましょう。 


